
＜＜ Ver2.6 で追加した「実績降雨強度」機能の操作手順説明 ＞＞ 
 
Ⅰ．前準備として「降雨強度(mm/hr)ファイル」をエクセルで作成します。 

（サンプル１.XLS 参照） 
 １）１０分毎の「降雨強度(mm/hr)」をエクセルで作成します。 
  １行目からデータを記載します（「見出し行」は付けない） 
  A 列目＝時間（１０分単位） 
  B 列目＝降雨強度(mm/hr) 
 
 ２）上記１）で作成した「１０分毎の降雨強度(mm/hr)」を CSV 形式へ変換します。 
  （サンプル２.CSV 参照） 

エクセルの変換機能を使用します。具体的な操作手順は下記の通りです。 
  ファイル(F)→名前を付けて保存(A)→ファイルの種類(T)を CSV（カンマ区切り）(＊.CSV)に

設定→ファイル名(N)を設定→保存(S) 
   
Ⅱ．調節計算の実行 
 １）FlowPLan を起動します。 
 ２）１．降雨強度(mm/hr)枠内の降雨強度から「実績強度」を選択します。 
 ３）「実績強度」の入力画面が表示されます。 
 ４）降雨波形を選択します。（入力例は、中央集中型） 
 ５）「CSV 読込」ボタンをクリックします。 
 ６）CSV 形式のファイル（ここでは、サンプル 2.CSV）を開きます。 
 ７）CSV 形式のファイルが、「実績強度」欄に読み込まれます。 

 
■これ以降の手順は、従来(Ver2.5)通りです。 

 



Ⅲ．注意事項 
１）エクセルシート「降雨強度(mm/hr)ファイル」の作成注意事項 

  ・「降雨強度(mm/hr)ファイル」には空欄（入力漏れ）、空行（入力漏れ）が無いこと。 
  ・数値は、半角数字で入力してください。（全角数値は不可） 
 

２）「実績降雨強度」のデータは、FlowPlan で「保存」「読込み」できません。 
   エクセルで作成したファイルを保存してください。 
  （Ver2.6 と Ver2.5 間で、設計条件データの互換性を持たせる為） 

以上 


